
 

第５０４回 

 

 

岡山地方最低賃金審議会  

 

 

 

 開催日時  令和５年８月２３日（水曜日） １０時００分 ～ 

 

  開催場所  岡山市北区下石井１－４－１ 

 

岡山第２合同庁舎 ２階 共用会議室Ａ 

 

 

 

議 事 次 第 

 

１ 岡山県最低賃金に係る異議申出等について 

 

２ 岡山県最低賃金専門部会の廃止について 

 

３ 今後の審議日程について 

 

４ その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 504 回岡山地方最低賃金審議会資料一覧 

 

 

 資 料 目 次 

  

１ 部会報告書、答申書 ･･･････････････････････････････････････ 資料№１ 

 

  ２ 異議申出書  ･･････････････････････････････････････････････ 資料№２ 

（１）「岡山県最低賃金」の改正に関する異議申立書 

（労働組合岡山マスカットユニオン） 

 

（２）岡山地方最低賃の改正決定に対する異議の申し立て 

（岡山県労働組合会議） 

 

   （３）2023年度岡山地方最低賃金審議会の答申に関する異議の申出 

     （岡山県高等学校教職員組合） 

 

（４）異議申出書 

   （生協労組おかやま） 

 

（５）岡山地方最低賃の改正決定に対する異議の申し立て 

（生協労組おかやま） 
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令和５年８月７日 

 

 

岡山地方最低賃金審議会 

会 長  益田 佐和子 殿 

 

 

岡山地方最低賃金審議会 

岡山県最低賃金専門部会 

  部会長  片山 裕之 

 

 

岡山県最低賃金の改正決定に関する報告書 

 

当専門部会は、令和５年７月４日、岡山地方最低賃金審議会において付託された岡

山県最低賃金の改正決定について、慎重に調査審議を重ねた結果、別紙１のとおりの

結論に達したので報告する。 

なお、中央最低賃金審議会に対して、目安制度の在り方に関する全員協議会報告（平

成２９年３月２８日中央最低賃金審議会了承）の記の３（２）の「地方最低賃金審議

会に対して目安の合理的な根拠を示すための努力など目安への信頼感を確保するた

めの取組を一層進めていくことが必要である。」を十分に踏まえた納得感のある目安

の審議を強く求める意見があった。 

 また、岡山県最低賃金専門部会において、地域の実態を反映した独自性が発揮でき

る審議運営を強く求める意見があった。 

岡山県最低賃金専門部会の共通認識として、政府等に対し、下請取引適正化の更な

る監視強化や、中小企業・小規模事業場が継続的に賃上げしやすい環境整備のため、

助成金等の生産性向上支援の拡充、各種減税による実質賃金の上昇、賃上げ税制や補

助金等の賃上げ企業への優遇とともに、価格転嫁に向け実効性のある取組となるよう、

一層の強化を強く求める意見があったことを申し添える。 

本件の審議に当たった専門部会の委員は次のとおりである。 
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岡 山 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 

岡山県最低賃金専門部会委員 

 

公益代表委員 

 

 部 会 長   片 山 裕 之   弁護士 

 

部会長代理    米 山 毅 一 郎   岡山大学学術研究院法務学域 教授 

 

益 田 佐 和 子   岡山家庭裁判所 家事調停委員    

 

 

労働者代表委員 

 

小 橋 政 次   自動車総連 岡山地方協議会 事務局長 

 

         高 山 伸 男   日本基幹産業労働組合連合会岡山県本部 

事務局長 

 

         西 﨑 知 佳   日本労働組合総連合会岡山県連合会 

                   副事務局長  

                 

使用者代表委員 

 

石 黒 和 之   株式会社共立精機 代表取締役社長        

 

         鶴 海 元   カーツ株式会社 監査役 

 

西 谷 治 朗   岡山県経営者協会 専務理事 

 



           別紙１ 

 

 

岡 山 県 最 低 賃 金 

 

 

   １ 適用する地域 

     岡山県の区域 

  

 

   ２ 適用する使用者 

     前号の地域内で事業を営む使用者 

 

 

   ３ 適用する労働者 

     前号の使用者に使用される労働者 

 

 

   ４ 前号の労働者に係る最低賃金額 

     1時間 ９３２円 

 

 

   ５ この最低賃金において賃金に算入しないもの 

     精皆勤手当、通勤手当及び家族手当 

 

 

   ６ 効力発生の日 

     令和５年１０月１日 

     

 



別紙２ 

 

岡山県の生活保護費と最低賃金について 

（令和３年度データに基づく比較） 

 

１ 最低賃金 

 （１）件 名  岡山県最低賃金 

 （２）最低賃金額  時間額８９２円 

 （３）発 効 日  令和４年１０月１日 

 

２ 生活保護 

 （１）比較対象者 

    １８～１９歳・単身世帯者 

 （２）対象年度 

    令和３年度 

 （３）生活保護（令和３年度） 

    生活扶助基準（第 1類費＋第２類費＋期末一時扶助費）の岡山県内人口加重

平均に住宅扶助の実績値を加えた金額（９９，２３９円）。 

 

３ 生活保護に係る施策との整合性について 

   令和４年１０月１日発効の岡山県最低賃金の１箇月換算額（註）と上記２の（３）

に掲げる金額とを比較すると岡山県最低賃金が生活保護費を下回っているとは認

められなかった。 

 

(註）１箇月換算額 

   ８９２円（岡山県最低賃金）×１７３．８（１箇月平均法定労働時間数） 

    ×０．８１６（可処分所得の総所得に対する比率※）＝１２６，５０４円 

 
※令和５年７月１２日に開催された中央最低賃金審議会第２回小委員会の資料中、 
別添グラフに示された比率。 

 



岡山県最低賃金専門部会審議経過 

 

 

会   議   等 年 月 日 内   容 

第５０２回 

岡山地方最低賃金審議会 

令和５年 

７月４日 
改正決定について諮問 

専門部会委員の推薦公示 ７月４日 
締 切 

令和５年７月２５日 

関係労使の意見聴取の公示 ７月４日 
締 切 

令和５年７月２５日 

専門部会委員の任命 ７月 31 日  

第１回 専門部会 ７月 31 日 

部会長及び同代理の選任 

岡山県の生活保護と最低賃金

について 

今後の審議の進め方について 

第２回 専門部会 ８ 月 ２ 日 

金額改定に当たっての基本方

針について 

最低賃金額の審議 

第３回 専門部会 ８ 月 ４ 日 最低賃金額の審議 

第４回 専門部会 ８ 月 ７ 日 最低賃金額の審議（結審） 

 

 

 

 























資料№３

B 北海道 40 960 920 40 10月1日

C 青　森 39 898 853 45 ＋ 6 10月7日

C 岩　手 39 893 854 39 10月4日

B 宮　城 40 923 883 40 10月1日

C 秋　田 39 897 853 44 ＋ 5 10月1日

C 山　形 39 900 854 46 ＋ 7 10月14日

B 福　島 40 900 858 42 ＋ 2 10月1日

B 茨　城 40 953 911 42 ＋ 2 10月1日

B 栃　木 40 954 913 41 ＋ 1 10月1日

B 群　馬 40 935 895 40 10月5日

A 埼　玉 41 1028 987 41 10月1日

A 千　葉 41 1026 984 42 ＋ 1 10月1日

A 東  京 41 1113 1072 41 10月1日

A 神奈川 41 1112 1071 41 10月1日

B 新　潟 40 931 890 41 ＋ 1 10月1日

B 富　山 40 948 908 40 10月1日

B 石　川 40 933 891 42 ＋ 2 10月4日

B 福　井 40 931 888 43 ＋ 3 10月1日

B 山　梨 40 938 898 40 10月1日

B 長  野 40 948 908 40 10月1日

B 岐　阜 40 950 910 40 10月1日

B 静　岡 40 984 944 40 10月1日

A 愛　知 41 1027 986 41 10月1日

B 三　重 40 973 933 40 10月1日

B 滋　賀 40 967 927 40 10月1日

B 京　都 40 1008 968 40 10月6日

A 大　阪 41 1064 1023 41 10月1日

B 兵　庫 40 1001 960 41 ＋ 1 10月1日

B 奈　良 40 936 896 40 10月1日

B 和歌山 40 929 889 40 10月1日

C 鳥　取 39 900 854 46 ＋ 7 10月5日

B 島　根 40 904 857 47 ＋ 7 10月6日

B 岡　山 40 932 892 40 10月1日

B 広　島 40 970 930 40 10月1日

B 山　口 40 928 888 40 10月1日

B 徳　島 40 896 855 41 ＋ 1 10月1日

B 香　川 40 918 878 40 10月1日

B 愛　媛 40 897 853 44 ＋ 4 10月6日

C 高　知 39 897 853 44 ＋ 5 10月8日

B 福　岡 40 941 900 41 ＋ 1 10月6日

C 佐　賀 39 900 853 47 ＋ 8 10月14日

C 長　崎 39 898 853 45 ＋ 6 10月13日

C 熊　本 39 898 853 45 ＋ 6 10月8日

C 大　分 39 899 854 45 ＋ 6 10月6日

C 宮　崎 39 897 853 44 ＋ 5 10月6日

C 鹿児島 39 897 853 44 ＋ 5 10月6日

C 沖　縄 39 896 853 43 ＋ 4 10月8日

1004 961 43 -

令和５年度　地域別最低賃金　答申状況

目安額
答申された
改定予定額

目安差額 発効予定日

全国加重平均額

目安
ランク

都道府県名 改定前額 引上げ額




